
広島大学大学院国際協力研究科(IDEC) 学生生活委員会主催  

  当日参加も可能ですが、資料準備のため、 
  参加希望者は、 ①名前、②所属、③学生番号を記載の上、 
  ７月２０日（金）までに下記アドレスにメールにてお申込みください。 
  ※当日は、参加確認のため、学生証をお持ちください。 
    国際協力研究科支援室 koku-gaku@office.hiroshima-u.ac.jp                       
            担当：力石 真（国際協力研究科・准教授） 

日本工営株式会社 谷本 修一 氏 

＜プロフィール＞ 
広島大学大学院国際協力研究科開発科学専攻・交通研出身。 
在学中、2009年夏、国際協力研究科の特別教育プログラムであるi-ECBO
プログラムにより国際協力機構（JICA)インドネシア・マカッサルフィール
ドオフィスにおいて、技術協力プロジェクトに関連するインターンシップを
経験。 
2011年に日本工営株式会社に入社。入社後から現在にかけてアジア、中米、
アフリカなどの途上国を中心とした鉄道計画業務に携わる。 

本セミナーでは、国際協力の第一線で働く方々を招き、国際協力分野の今後の
方向性や現場で求められる人材像に加え、現在の職務内容、学生時代に身に付
けておくべき能力などをアドバイスしていただきます。 
 今回お招きする谷本氏は、本研究科の修了生であり、現在は日本工営株式会
社において、技師として、インフラ海外調査全般、特にアジア、中米、アフリ
カなどの途上国を中心とする鉄道に関連した計画業務を中心に、国際協力の最
前線で活躍していらっしゃいます。将来のキャリアとして開発コンサルタント
やJICA関係の仕事を目指している方は是非ご参加ください。 

7月23日 18:10-19:40  
2018年 

月 
場  所：広島大学大学院国際協力研究科 大会議室（１F） 
対  象：国際協力研究科の学生。他学部・他研究科の学生も歓迎 
講  師：日本工営株式会社・技師 

            谷本 修一 氏（IDEC平成22年度修了） 

事前申し込み 

カウンターパートのナイロビ市役所にて 


